
 
 

  

    
2026 年９月３日 

京都府立医科大学 
 

京都府立医科大学附属図書館では、「広小路キャンパス活性化プロジェクト」の一環として、東山高等

学校の生徒を対象に大学レベルの情報活用教育を実施します。 

生成 AIや SNSの普及により、正確な情報を収集・評価・活用する力がますます重要となっています。本

授業では、大学図書館の専門資料や学術データベースを活用しながら、文献検索や情報の信頼性評価を体

験します。高校生が大学での学びに触れ、情報リテラシーを実践的に身につける機会として実施するもの

で、高校と大学が連携した教育活動の一環です。 
 
 

【今回のポイント】 

●生成 AI時代に求められる情報リテラシーを学ぶ 

AIが文章や回答を瞬時に生成する時代において、求められるの

は「答えを得る力」ではなく、「情報を判断し活用する力」です。

今回の授業では、信頼できる情報源の探し方、学術情報とインタ

ーネット情報の違い、情報の裏付けを取る方法、情報を根拠とし

て活用する方法を実践的に学びます。 

●大学図書館を舞台にしたリアルな学び 

授業は、実際の大学図書館をフィールドとして司書により実施します。高校生は普段利用する学

校図書館とは異なる、医学・看護学の専門資料、国内外の学術雑誌、電子ジャーナル、学術データベ

ースなどに触れながら、大学生や研究者と同じ環境で学習を体験します。 

●クラウドファンディングで整備した「Koto Square」を活用 

会場となるラーニングコモンズ「Koto Square」は、クラウドファンディングにより整備され、2025

年４月にオープンした学習・交流空間です。従来の「静寂の図書館」から、協働学習、グループディ

スカッション、プレゼンテーション等を支援する新たな学びの拠点として活用されています。 

●高大連携による次世代人材育成          

本授業は、2025年２月・10月の東山高等学校、2025年５月、2026年５月の京都女子高等学校に続

く５回目の実施です。過去の参加者からは、「医療分野だけでも想像以上に多くの資料があり驚い

た」「大学で学ぶイメージを具体的に持つことができた」といった声が寄せられています。大学が保

有する教育資源を地域へ開放し、高校生の探究活動や進路形成を支援する高大連携の取り組みとし

て継続的に実施しています。 

【取り組みの背景】 

京都府立医科大学附属図書館では、「地域に開かれた大学図書館」を目指し、教育資源の地域還元

に取り組んでいます。大学図書館は単なる蔵書の提供施設ではなく、学術情報の活用や課題解決型

学習を支援する教育拠点へと役割を広げています。 

今回の特別授業は、高校生が大学レベルの探究活動を体験するとともに、将来の学修やキャリア

形成につながる学びを提供するものです。 

■実施概要 

(1)対象者：東山高等学校 「学びの探求ゼミ」所属生徒 約 25名 

(2)日 時：2026年９月５日（土） 14:00～15:30 

(3)場 所：京都府立医科大学附属図書館１階 ラーニングコモンズ等 

(4)主な授業内容： 情報検索に関する特別授業（文献検索・情報活用等）  

「情報を見極める力」を高校生が体験 
― 京都府立医科大学附属図書館で東山高校の生徒へ特別授業を開催 ― 



 
 

 

  参 考 え    

  

<京都府立医科大学広小路キャンパス活性化プロジェクト> 
プロジェクト

の 概 要 

優秀な医師、看護師、研究者を育成するなど附属図書館、看護学学舎がある広小路キ

ャンパスの活性化を図る取り組み 

活 動 期 間 2023年７月～2029年３月（予定） 

■プロジェクトこれまでの主な取組 

●2025年４月、新しい教育研究交流施設としてラーニングコモンズ「Koto Square」

をオープン。図書館ホールと連携して、学生、研究者等が活用中。 

●2023年８月、電動キックボード等シェアリングサービスの常設ボード（10台）を設

置。京都府内の大学初の取組です。 

●学生証 ICカード化による図書館利用証の統合。2024年５月から大学構成員は、図書

館利用申し込みなく利用が可能になりました。 

●キッチンカーの導入。患者、学生等のアメニティー向上を図り 2023 年 12 月から広

小路、河原町ともに配置。学生には割引制度で提供。 

●学生等の憩い、学習できるスペースの創出として、2023年10月に屋外にテーブル・

ベンチを配置。キッチンカーの食事にも学生等が利用中。 

●看護学学舎地階学生ホールのアメニティー向上として、壁塗り替え等を2024年３月に

実施、ハイカウンター席及びビッグテーブルを新設。休み時間には学生で満員で好評。 

●プロジェクト専用ホームページ「京都広小路通信」（https://hirokojipj.kpu-m.ac.jp/）

を2024年３月に新設。様々な人にインタビューし、X、Facebook等 SNSで発信。 
 

問合せ先 

京都府立医科大学附属図書館 

電話：075-212-5400   FAX：075-212-5405 

E-mail：library@koto.kpu-m.ac.jp  

https://hirokojipj.kpu-m.ac.jp/

